
令和 8 年2 月1日発行（毎月一回 1 日発行）　厚木商工会議所ニュース　第 610 号 購読料含む会費 定価1部100円

さほーと
厚木商工会議所ニュース 2 Feb.

2026 https://www.atsugicci.or.jp

公式サイトはこちら▶



※　…1.0ポイント以上改善／　…1.0ポイント以上悪化

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合
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全産業業況DI全産業合計の業況DIは、▲18.0（前月比▲0.1ポイント）
建設業では、公共工事や設備投資が堅調で改善した。卸売業では、
生鮮品の価格高騰に落ち着きがみられたことなどから食料品関係
を中心に改善した。小売業では、価格転嫁が進展し、改善した。
一方、サービス業では、一部地域の旅館や観光施設で団体客数が
減少しており、悪化した。また、製造業では、原材料価格の上昇が
続く飲食料品関係で採算が悪化したほか、住宅関連工事の減少を
受けた木材製品製造業で引き合いが減少し、悪化した。
冬季賞与の支給効果もあって消費マインドは持ち直しつつあるが、
コスト増による採算悪化や物価高に伴う節約志向は継続しており、
業況はほぼ横ばいとなった。

先行き見通しDIは、▲17.8（今月比+0.2ポイント）

LOBO早期景気観測 2025年12月の動向

業況DIは、物価高が重荷で力強さ欠き、ほぼ横ばい。先行きは、長く経営課題多く、慎重な見方続く

高水準での賃上げが下支えとなる中、政府のガソリン・軽油の値下
げ､電気・ガス代支援をはじめとする物価高対策への期待もあり､
消費マインドは回復傾向が見込まれる。
一方、円安伸長等による仕入価格の上昇や最低賃金の引き上げを
含む労務費上昇など、コスト増加分の価格転嫁や人手不足等、依
然として経営課題は山積しており、先行きは慎重な見方が続く結果
となった。

厚木商工会議所 2・3月スケジュール
※情勢により変更・中止の場合があります

正副会頭会議4（水）
部会長会議・女性会チャリティーランチショー5（木）
常議員会12（木）

3月

エキスパート情報部会講演会24（火）

4（水）

工業部会見本市視察交流会
5（木）

常議員会12（木）
商業部会日帰り視察研修会17（火）
金融保険業部会部会員交流ボウリング大会18（水）

正副会頭会議・部会長会議

2月

異業種交流会フレンドリー県外視察研修会

工業部会テクニカルショウヨコハマ
2026合同出展 6（金）まで

24（火）
～25（水）

専門相談・補助金・セミナーに関するお問い合わせ
☎ 046-221-2153中小企業相談所

無料専門相談会（予約制）日程のご案内

経営専門相談
（経営・税務等）

知的財産相談

働き方改革相談

（特許・商標等）

2月20日（金）

17：00
-

13：00

16：00-13：00
16：00-13：00
12：00-10：00
12：00-10：00

16：00
-

10：00

10：00 16：00-
17：00-13：00

　　　21日（土）
3月19日（木）

　　　21日（土）

　　

2月18日（水）
3月18日（水）
2月27日（金）
3月27日（金）

当所2号議員、中込寛氏がご逝去されました。
享年65歳。（学校法人幾徳学園 神奈川工科大学）
謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上
げます。

訃報

議員職務執行者変更のお知らせ

1号議員
アクサ生命保険株式会社 相模原営業所厚木分室
前任 宮田 淳樹 氏 新任 勝 直樹 氏▶
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中小企業者のリスクガード
火災共済 自動車共済 傷害共済
上記の共済制度他、各種共済制度及び損害保険商品販売

火災共済協同組合
〒231- 0003
横浜市中区北仲通3丁目33番の2

電 話  045（201）2727（代表）
FAX  045（201）6154

取扱窓口 厚木商工会議所
電話　046-221-2153

組合員の皆様の安心と明るい未来のために

神奈川県

テクニカルショウヨコハマ2026へ出展
出展企業

● あつぎものづくりブランドプロジェクト（ATSUMO）
● アクテス京三株式会社
● 株式会社アミテック
● 株式会社アレックスプランニング
● 株式会社エフティ・ファインテックプロダクト
● 株式会社厚栄商会
● 株式会社下山工業
● 双峰エンタープライズ株式会社

● 株式会社大栄製作所
● 武田精工株式会社
● 田中紙業株式会社
● 東立化工株式会社
● 有限会社原精工
● 株式会社プラスワン
● 堀硝子株式会社
● 株式会社リスニ

2026年2月4日（水）～6日（金）１０：00 ～１７：00

開催日時

パシフィコ横浜展示ホールA・B・C
（横浜市西区みなとみらい１-１-１）

開催会場／出展者情報

出展者情報はこちらから
ご確認いただけます

厚木商工会議所青年部主催 若手経営者塾2026

「笑い」で人を巻き込み「空気」を作るリーダーになる「笑い」で人を巻き込み「空気」を作るリーダーになる

吉本芸人が明かす、最強の「空気」の作り方吉本芸人が明かす、最強の「空気」の作り方

お笑いの力×リーダーシップ
無料無料参

加
費

参
加
費

講 師
日 時
開 演
会 場

シドニー石井 氏（吉本興業 東京NSC23期生）

お申込みは、二次元バーコード読み取りまたは同封のチラシをご確認ください。

2026年2月18日（水）
19：00（開場 18：30～）
厚木商工会議所 5階大会議室（厚木市栄町1-16-15）

公演詳細へ▼1月8日(木)、レンブラントホテル厚木にて厚木商工会議所新春賀詞
交換会を開催しました。当日は会員および来賓を合わせ、総勢310
名の皆様にご出席いただき、新年の門出を盛大にお祝いすることが
できました。催しでは「太鼓集団 鼓粋」の皆様による力強い演奏を披
露され、会場は大いに沸きました。本年が皆様にとって実り多き一年
となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

1月8日　賀詞交換会

12月23日　工業部会東部支部視察研修会

厚木市、愛川町、清川村の３市町村で構成する厚木愛甲環境施設
組合が主体となって整備した広域ごみ中間処理施設「あつあいク
リーンセンター」を訪問し、施設の役割や処理の流れ、環境配慮への
取り組みについて理解を深めました。

▲あつあいクリーンセンターでの集合写真

12月20日　青年部クリスマスプレゼント寄贈

厚木YEGは12月20日、チャリティーオークションで集めた寄付金を
市内の児童養護施設へクリスマスプレゼントとして寄贈。子どもた
ちに笑顔と夢を届けました。
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令和8年度予算に係る厚木市政への要望回答報告特 集

令和7年11月号でお知らせをした「令和8年度予算に係る厚木市政への政策要望書」
に対する回答がありましたので報告いたします。

厚木市営水泳プールの解体後の跡地利用につきましては、当面の間、相模川三川
合流点にあるスポーツ施設利用者の駐車場等としての利用を検討しております。
今度につきましては、いただきました御要望や市民の皆様の御意見を踏まえ、より
良い利用方法を模索してまいります。

❶厚木市営プール跡地の整備について

①規制の強化について：悪質な客引き行為等につきましては、これまでも厚木警察署
と連携し、客引き行為等に対する指導及び取締りを実施しておりますが、さらなる規
制強化を図るため、「厚木市客引き行為等防止条例」の改正手続を進めてまいります。
②：悪質な客引き行為に関する啓発活動につきましては、本厚木駅周辺において、商
店会や地域住民等の皆様と連携したパトロールや啓発活動を実施しております。今
後につきましても、関係団体や学校等と協力しながら、より効果的な啓発活動の推進
に努めてまいります。

❷地域の治安維持について

❶サステナブル・シティの実現に向けた支援体制強化や関連情報の提供について

商業部会

工業部会

■各部会への要望について

重点要望への回答の詳細は、令和8年度厚木市要望書回答にてご確認いただけます▶

地球温暖化防止につきましては、CO₂削減効果の高い太陽光発電設備や蓄電池の導入を
対象とした補助金を実施しております。省エネ家電への買換えやCO₂排出実質ゼロの電
力メニューの購入など、その他様々な推進すべき行動については、情報提供や啓発を通じ
て行動変容を促してまいります。市内のインフラのうち道路施設につきましては、5年に
一度、橋梁、横断歩道橋、トンネル、大型カルバートの法定点検を実施しており、国土交
通省の道路メンテナンス年報に、本市を含め全国の点検結果が掲載されております。
改修計画につきましては、今後、市のホームページで道路個別施設計画をお示しいた
します。下水道における老朽化対策につきましては、持続可能な下水道事業の実施を
図るため、「厚木市下水道ストックマネジメント計画」を策定し、管路施設等の点検・調
査や修繕・改築を計画的に行っており、本計画については、市ホームページにて掲載
しております。今後につきましても、老朽化の進行に対するリスク管理など維持管理の
方針等国の動向に注視しながら、計画的かつ効率的な維持管理に努めてまいります。

❶公共工事の積算について
建設開発業部会

最低制限価格につきましては、社会情勢等を踏まえ、令和６年４月から引上げを実施
したところです。今後につきましても、国県の動向を注視しながら検討してまいります。

❷企業支援策の更なる充実について
中小企業設備投資促進事業補助金につきましては、今年度から補助率を中小企業
者は100分の5から2分の1に、小規模企業者は100分の7から3分の２に拡大して
おり、今後につきましては、製造業のみとしている業種要件の緩和も検討しておりま
す。また、現在、今年度末に適用期限を迎える「企業等の立地促進等に関する条例」
の改正を進めており、立地に伴う奨励金の上限額の引き上げや、家屋の新設・増設を
伴わない大規模な設備投資に対する奨励措置も新設したいと考えております。申請
手続につきましては、順次、電子申請を取り入れておりますので、今後も引き続き、手
続の簡素化に努めてまいります。

くり推進計画」を策定し、官民一体で本厚木駅周辺を居心地が良く、歩いて楽しいまち
へと転換し、本市の中心地としての賑わいや魅力、さらにはエリア価値の向上を図るた
めの、目指すまちの姿やまちづくりの方針を定めております。現在、複合施設「あつめき」、
本厚木駅北口地区市街地再開発事業、そして本庁舎跡地の拠点を面として捉え、各拠
点の整備はもとより、各拠点間に魅力的な店舗や施設を増やすと共に、都市基盤のリニ
ューアル、そして面的に一体となったまちの景観デザインにより、歩行者目線での都市空
間を創出することで、点在するまちの資源がつながり、歩いて楽しいまちへの生まれ変わ
りの実現に向けて、ハード・ソフト面における検討を行っております。

【回答：スポーツ魅力創造課】

【回答：くらし交通安全課】

❸中心市街地の環境整備について
中心市街地の環境整備に向けては、令和４年度に「本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづ

【回答：市街地整備課】

【回答：契約検査課】

❶企業支援・創業促進・創業支援資金の拡充について
エキスパート情報部会

創業者支援につきましては、本市では、国から認定を受けた創業支援等事業計画に基
づき、新たに起業する方を支援しております。厚木商工会議所や日本政策金融公庫、
金融機関などが相談窓口として位置付けられておりますので、今後も連携して支援に
努めてまいります。中心市街地の空き店舗に対しましては、商業の活性化を目的に本
厚木駅や愛甲石田駅周辺に出店する事業者を対象に、家賃や改装費の一部を補助し
ております。今後につきましても、空き店舗の効果的な活用方法について、調査・研究
してまいります。起業家向けセミナーの開催につきましては、令和6年1月には、厚木

【回答：産業振興課・商業観光課】

❶あつぎ温泉郷における温泉施設への設備支援の創設について
サービス業部会

あつぎ温泉郷の温泉施設への設備支援につきましては、本来、各事業所が公衆浴場法
や旅館業法に基づき、設備改修を行うものですが、多額の改修費用が掛かることも認
識しております。今後につきましても、あつぎ温泉郷を盛り上げるため、どのような形で
効果的な支援ができるか、検討してまいります。

【回答：商業観光課】

❷厚木市開発審査会提案基準について
市街化調整区域につきましては、市街化を抑制すべき区域であり、工場が乱立すると自
然や農地とが混在し、互いが阻害しあう無秩序な市街化が拡散する恐れがあります。
厚木市開発審査会提案基準による開発行為につきましては、地域の現状の土地利用
とは異なるものを単発的に行うものであり、土地区画整理事業のような面的整備では
なく、点的な整備となります。そのため、開発区域周辺の住民や農地などに対して少な
からず影響を及ぼすことから、工場を立地するための手法としては、適さないものと認
識しております。

【回答：開発指導課】

❷物価高・光熱費高騰への緊急対応について
中小企業設備投資促進事業補助金については、「各部会要望工業部会（２）」で回答し
たとおり、製造業のみとしている業種要件の緩和を検討しております。生産性向上・賃
上げ応援補助金につきましては、サービス業を営む中小企業も対象となっております
ので、引き続き制度の周知に努めてまいります。

【回答：産業振興課】

ロボット関連産業等促進事業補助金につきましては、中小企業が生産性の向上を目的
としてロボットやIT・IoT、AIなどの先端技術を導入する際の費用の一部を補助してお
ります。補助対象としては、機器やソフトウェアの導入費のほか、初期費用としてのシス
テム開発・設計費、事後に活用方法や効果検証のための専門家依頼経費も含んでおり
ます。また、今年度から、製造業のみとしていた業種要件を撤廃し、全業種に拡大して
おります。情報セキュリティ対策につきましては、国がＩＴ導入補助金のセキュリティ対
策推進枠でサイバーインシデントに関するリスク低減策に対して支援しており、本市の
ロボット関連産業等促進事業補助金におきましても、減価償却できるソフトウェアが
補助対象となっております。今後も国県の動向や、事業者ニーズなどを的確に把握しな
がら必要な支援を研究してまいります。また、本市では、生産性の向上および業務の効
率化の観点から、第7次厚木市行政改革大綱の取組として電子申請システムの利用拡
大を位置付け、市民や事業者の方などが、パソコンやスマートフォンから原則として24
時間365日行政手続を行えるよう、電子申請システムによるオンライン申請サービス
を提供し、利用可能な手続の拡充を進めております。今後も市民サービスのさらなる
向上を目指し、電子申請システムの利用拡充を進めてまいります。

❸人材育成・雇用対策の拡充について
本市では、現在、大学・専門学校等と連携したインターンシップは実施しておりませんが、
市内在住在勤の労働者の奨学金返済を最長7年間助成し、定住と就労を推進してお
ります。テレワーク環境整備につきましては、市の補助金等はございませんが、国が人
材確保等支援助成金（テレワークコース）を設けております。また、サテライトオフィス
設置を促進する取組は現在行っておりませんが、本厚木ミロードに設置されている
AGORA Hon-atsugiが、国の認定を受けた市の創業支援等事業計画にもインキュベー
ション施設として位置付けられているため、市ホームページなどで紹介しております。
外国人労働者のサポートといたしましては、県厚木合同庁舎内に、かながわ労働センタ
ー県央支所外国人労働相談窓口が設けられていますので、的確につなげてまいります。
また、高年齢者や障害者の雇用、就職フェアへの出展などに補助金等を交付しており
ますが、今後も企業の人材確保につながる支援の在り方を研究してまいります。

【回答：産業振興課】

【回答：環境政策課道路維持課河川下水道施設課】

【回答：産業振興課】

本市では、近年、物流施設などが数多く建築され、大型車両の混入が増加しており、物
流施設周辺などでは、道路幅員が広く比較的停車しやすい場所に時間調整による待
機車両が多く見受けられております。このようなことから、昨年度、上依知地区の内陸
工業団地周辺など、待機車両が多く停車している箇所の待機状況や、物流事業者など
からのアンケート調査を実施するなど、状況把握に努めたところです。御要望の車両
待機スペース（待機場）の設置につきましては、物流施設近隣に設置されることが望ま
しいですが、土地利用の需要が高く、一団の土地を確保するに当たっては多くの課題
があると認識しております。短期にできる施策として、駐車禁止の看板設置や、内陸工
業団地周辺では、バス停周辺に駐車されないよう路面標示をするなどの対策を講じて
おります。今後につきましても、近隣自治体や関係団体などと情報共有し、様々な施策
により、道路環境改善に向け努めてまいります。

❶物流施設周辺への車両待機所の設置について
運輸倉庫業部会

【回答：道路総務課（国県道調整担当）】

泉町地内で発生した痛ましい交通死亡事故につきましては、交通管理者である厚木
警察署と事故発生後に安全対策についての協議を行い、横断歩道の必要性を確認い
たしました。これを受け、交通管理者による横断歩道と停止線の再塗装が実施される
とともに、本市では、横断歩道へのフットマークの貼付の安全措置を講じております。
また、今年度中に横断歩道の停止線を強調するカラー舗装を実施してまいります。今
後につきましても、厚木警察署を始め関係団体と連携を図り、より一層の交通安全対
策を実施してまいります。

❷本厚木駅前横断歩道の封鎖について
【回答：くらし交通安全課・道路維持課】

本市では、平成21年度からはペイジー納付やコンビニ納付を、平成22年度からは

❶電子納税の促進について（地方税務手続きのデジタル化推進について）
金融保険業部会

【回答：収納課】

❷デジタル化・IT支援・行政各種手続きの効率化について
【回答：行政経営課・ＤＸ推進課・産業振興課】

自転車の安全利用に関する取組につきましては、市ホームページでの周知を始め、小
中学生や高校生に対しては、学校を通じた周知を行っております。また、厚木警察署と
連携して交通安全教室を開催するとともに、市営自転車等駐車場等において自転車安
全利用啓発キャンペーンを実施し、安全利用に関する冊子や、交通反則制度及び保険
加入促進に関するチラシを配布するなど啓発活動に努めております。今後につきまし
ても、広く市民の皆様に対して、交通反則制度及び保険加入の必要性を始めとした自
転車の安全利用に関する取組を実施してまいります。

❷市民向け自転車交通ルール及び保険加入に関する啓発活動の強化について
【回答：くらし交通安全課】

全国に先駆けてクレジットカード納付を開始するなど、社会環境の変化に合わせて、
多様な納付方法を提供しており、令和元年10月からは地方税共通納税システムを導
入し、法人市民税、個人住民税（特別徴収）、市たばこ税が、eLTAXにより申告や納税
手続を電子的に行うことが可能となっております。今後につきましては、広報あつぎを
活用した電子納税の周知・啓発を行うとともに、チラシを新たに作成し、各種納税通
知書や納付書等に同封し周知を図るなど、納税しやすい環境の整備に努めてまいり
ます。

商工会議所、平塚信用金庫と中小企業の経営支援における連携協定を締結しており、
協定に基づき、平塚信用金庫とWeb創業応援セミナーを共催しております。また、あ
つぎ起業スクールでは、創業に向けた知識や心構えの習得に加え、先輩創業者の講
演やビジネスプランの発表会などを取り入れておりますが、今後も起業を志す方のニー
ズに即した効果的な支援ができるよう研究してまいります。
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